
2 0 2 1年度三重大学大学院人文社会科学研究科（修士課程）入学試験問題
試験科目［ 社会人特別入試・小論文 ］ 

問題 次の文章を読み、下の問い（問1および問2)に答えなさい。
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著作権の関係上、開示しない。



（出典：吉田克己『現代土地所有権論 所有者不明土地と人口減少社会をめぐる法的諸
問題』信山社、 2 0 1 9年、 第9章から抜粋、 一部改変）

問1 所有権を放棄する自由はあるか、 について筆者の考えをまとめなさい。(4 0 0文
字程度）

問2 筆者のいう「相対的負財」の意味を説明し、国が当該土地を 「 相対的負財」と認定 
し土地所有者となる場合としていかなる場合があり得るか、 国がその認定をするに際し注
意するべきことと合わせて検討せよ。(8 0 0文字程度）

条文資料

民法1条3項 権利の濫用は、 これを許さない。
民法9 0条 公の秩序又は善良の風俗に反する事項を目的とする法律行為は、無効とする。
民法2 3 9条1項 所有者のいない動産は、 所有の意思をもって占有することによって、
その所有権を取得する。
2項 所有者のいない不動産は、 国庫に帰属する。
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著作権の関係上、開示しない。


